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研究成果の概要（和文）：シンハブーパーラ（１４世紀）著『ラサールナヴァスダーカラ』におけるラサ論の英
訳作成；ルーパ（１６世紀）著『ウッジヴァラニーラマニ』１４章とジーヴァ（１６世紀）の注釈書『ローチャ
ナローチャニー』のテキスト校訂と英訳作成；ジーヴァ著『プリーティ・サンダルバ』１１０、１１１章の英訳
作成；ヴィシュヴァナータ（１７世紀）著『スヴァキーヤトヴァニラーサヴィチャーラ』の英訳作成を行った。
以上の成果に基づいてルーパのラサ論の発展過程と、彼の思想の後代への影響を明確にすることが出来た。また
最終年度にはオックスフォード大学で国際ワークショップを開催し、研究成果を広く発信することができた。

研究成果の概要（英文）：I produced (1) an English translation of the rasa section from Singabhupala'
s Rasarnavasudhakara (fourteenth century); (2) an English translation and a critical edition on the 
fourteenth chapter from Rupa's Ujjvalanilamani (sixteenth century) and Jiva's commentary (sixteenth 
century); (3) an English translation of Jiva's Pritisandarbha, Chapters 110 and 111; (4) an English 
translation of Visvanatha Cakravarti's Svakiyatvanirasavicara. Based on the above mentioned research
 I was able to trace the development of Rupa's rasa theory as well as its impact on later thinkers. 
In the final year I organized an international workshop at Oxford University through which I was 
able to widely disseminate the research findings.

研究分野：インド古典文学

キーワード： サンスクリット文学　ヒンドゥー教神学　倫理　インド思想史　近世南アジア　写本研究　ベンガル地
方　北インド
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１．研究開始当初の背景 
１９世紀以降欧米、日本で盛んになったサン
スクリット文献学では１２世紀以前の作品
が主に研究の対象となってきた。また、現代
南アジアを対象とした研究ではそのほとん
どが１９世紀以降を取り上げる。このような
状況の原因の一つには英国植民地政府のム
ガル帝国批判が挙げられる。しかし近年では
Sheldon Pollock(コロンビア大学)などが近
世にも優れたサンスクリット作品が書かれ、
近世を理解せずに現代南アジアを理解する
のは不可能であることを指摘している。また、
David Washbrook(ケンブリッジ大学)らは南
アジアの現代化は英国植民地化によっても
たらされたとする従来の歴史観を批判し、そ
れはむしろムガル帝国期からの漸進的なも
のであるという修正主義を提唱している。こ
れらの学術的背景から、サンスクリット文献
による南アジア近世思想研究が火急のもの
として認識されるようになっている。 
  このような学問的潮流を踏まえ、申請者は
近世南アジアで影響力のあったヴィシュヌ
教、中でも神に対する熱狂的な信愛で有名な
ガウディーヤ派のサンスクリット文献に焦
点を当てて研究してきた。開祖のチャイタン
ニャ(１６世紀)は乙女が若者を愛するように
信徒は神を愛するべきと教えたが、彼の思想
の独自性は婚外関係における恋愛感情を理
想的であるとした点にあった。 
  博士課程研究ではこのように過激な教え
を受け継ぐガウディーヤ派中期の思想家バ
ラデーヴァ(１８世紀)に焦点を当てた。当時
北インドで最も有力なヒンドゥー王であっ
たジャイ・シン２世はガウディーヤ派の強力
なパトロンでもあった。しかし民への悪影響
を懸念し、彼はガウディーヤ派が信仰を不倫
における愛情と類似させて説くことを禁止
しようとした。このような圧力に対してバラ
デーヴァがどのように対応したのか、彼のサ
ンスクリット著作に基づいて研究した成果
を Hindu Theology in Early Modern South 
Asiaと題し、単著としてオックスフォード大
学出版会から発表した。  
	 日本学術振興会(PD、スタートアップ)では
ガウディーヤ派初期の思想家、すなわちチャ
イタンニャの直弟子ルーパ、ルーパの甥ジー
ヴァに焦点をあて、彼らがチャイタンニャの
教えの倫理的課題をどのように捉えていた
のか追求した。その結果、ルーパが婚外関係
説を肯定するのに対し、ジーヴァはその見解
に譲歩しつつ最終的には婚外関係否定説の
立場をとることが明らかになった。このよう
なガウディーヤ派初期における根本的な見
解の相違が後代の思想家達にとっての論争
の種となり、それは現代まで続いている。こ
の論争の歴史的変遷を理解したいと思い、本
研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では近世(１６〜１８世紀)・現代(１９

世紀以降)南アジアにおける宗教と倫理の相
克の歴史をヴィシュヌ教ガウディーヤ派に
焦点を当て調査する。これにより、近世サン
スクリット文献研究を底上げし、また南アジ
アにおける近世から現代への思想的繋がり
を明示することが本研究の目的である。  
 
３．研究の方法 
ガウディーヤ派初期の思想家が現代に与え
た影響を婚外関係の肯定、否定という観点か
ら辿るため、下記の４項目について研究を行
う：A. ガウディーヤ派初期(１６世紀)の著者
の思想解明；B. ガウディーヤ派中期(１７〜
１８世紀)の著者の思想解明；C. ガウディー
ヤ派後期(１９〜２０世紀)の著者の思想解
明；D. ムガル帝国期(１６〜１８世紀)におけ
るイスラーム倫理観の解明。平成２７年度は
項目 A,Bに重点をおく。平成２８年度は項目
C,D に集中する。平成２９年度は研究成果の
出版準備と国際学会の開催に焦点を当てる。 
 
４．研究成果 
【平成２７年度】（１）オックスフォード大
学ヒンドゥー教研究所において週に一度の
サンスクリット講読会を開催。テキストには
バラデーヴァ・ヴィディヤーブーシャナ（１
８世紀）の『タットヴァディーピカー』を使
い、写本に基づいたテキスト校訂、英訳を試
みた（４－６月）；（２）ハンブルク大学アジ
ア・アフリカ研究所のハルナガ・アイザック
ソン教授を訪問、シンハブーパーラ（１４世
紀）著『ラサールナヴァスダーカラ』につい
ての読書会を２回開催（７月３〜１４日）；
（３）ハイデルベルク大学南アジア研究所の
アナンダ・ミシュラ博士を訪問、『バーガヴ
ァタ・プラーナ』１０巻３３章２７〜３６節
に対するヴァッラヴァ（１６世紀）の注釈書
を英語に訳した（７月２１日〜２９日）；（４）
京都大学文学研究科インド古典研究室の横
地優子教授、ディワーカラ・アーチャールヤ
准教授、ソームデーヴ・ヴァースデーヴァ 
特定外国語担当教授とともにルーパ・ゴース
ワーミー（１６世紀）著『ウッジヴァラニー
ラマニ（燦蒼玉）』１４章２０７〜２３３節
とジーヴァ・ゴースワーミー（１６世紀）の
注釈書『照視界』の読書会を毎週一回行った
（１０月２０日〜１１月１０日）：（５） 京
都大学文学研究科インド古典研究室の横地
優子教授、ソームデーヴ・ヴァースデーヴァ
特定外国語担当教授とともに読書会を開催
（１１月１６日～３月６日）。ジーヴァ・ゴ
ースワーミー（１６世紀）著『プリーティ・
サンダルバ（愛についての論考）』１１１章
の英訳を作成した；（６）シマンタ・ロイ氏
（The Bangla Language Institute, Independent 
University Bangladesh）とともにヴリンダーヴ
ァンダーサの『チョイトンノバガヴォト』、
クリシュナダーサの『チョイトンノチョリタ
ムリト』の一部をベンガル語から英訳した
（２月２〜１９日）。 



 
【平成２８年度】（１）京都大学文学研究科
インド古典研究室の横地優子教授、ソームデ
ーヴ・ヴァースデーヴァ特定外国語担当教授
とともに読書会を開催（５月３１日～７月２
８日）。ジーヴァ・ゴースワーミー（１６世
紀）著『プリーティ・サンダルバ（愛につい
ての論考）』１１０章の英訳を作成した；（２）
上記の読書会の成果を国際学会（マドラス大
学、CPR Institute of Indological Research,イン
ド、２０１７年１月６日～８日）において発
表した；（３）スカイプを通してシマンタ・
ロ イ 氏 (The Bangla Language Institute, 
Independent University Bangladesh)とともに読
書会を開催（４月２４日～７月２８日）、ア
キンチャナ・ダーサ（１８世紀）の『ヴィヴ
ァルタ・ヴィラーサ』第二章の英訳を作成；
（４）スカイプを通して S.ブヴァネシュヴァ
リ博士(CPR Institute of Indological Reserach)と
ともに読書会を開催（２月４日～３月５日）。
マドゥスーダナ・サラスヴァティー（１６世
紀）の『パラマハンサ・プリヤー』の英訳を
開始した；（５）昨年度開催したジーヴァ・
ゴースワーミー著『プリーティ・サンダルバ』
１１１章の読書会の成果を日本印度学仏教
学会（２０１６年９月３日、東京大学）にお
いて発表した。また発表した論文を Journal of 
Indian and Buddhist Studies において出版し
た；（６）平成２７年度に開催した『チョイ
トンノ・バガヴォト』、『チョイトンノ・チョ
リトムリト』の読書会の成果を日本南アジア
学会（９月２５日、神戸市外国語大学）にお
いて発表した；（７）１９８０年代に米国ス
ミソニアン博物館が Matsya Project という企
画のもとマイクロフィルム化したヴィシュ
ヌ教関連著作の写本・刊本（計１６７９本）
の一部をデジタル化した。 
 
【平成２９年度】（１）オックスフォード大
学トリニティ・カレッジにおいて、Rembert 
Lutjeharm博士（オックスフォード大学ヒンド
ゥー教研究所）と共に The Building of 
Vrndavana と題した国際ワークショップを開
催した（９月２-３日）。米国、英国、フィン
ランド、インドから計１０人の研究者を招待
し発表を行ってもらい、これによってガウデ
ィーヤ派初期の発展の経緯について理解を
深 め る こ と が で き た ：
https://buildingvrndavana.wordpress.com; (２)ガ
ウディーヤ派初期を代表する思想家ルーパ
とジーヴァ（１６世紀）、そして中期を代表
するヴィシュヴァナータ（１７世紀末・１８
世紀初頭）の著作に焦点をあて、それぞれの
思想家がクリシュナ神と牧女達の関係につ
いてどのような見解を持っていたのかを分
析し、上述のワークショップにおいて発表し
た；（３）スカイプを通して週に一度 S. 
Bhuvaneshwari 博士（マドラス大学）ととも
に講読会を開催（２０１７年４月-２０１８年
３月）。マドゥスーダナ・サラスヴァティー

（１６世紀）の『バーガヴァタ・プラーナ』
１巻１章１〜２節に対する注釈書の英訳を
完了；（４）２８年度に続き Matsya Projectの
マイクロフィルムをデジタル化。２９年度は
小倉智史博士（東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所）の協力を得てより多く
のマイクロフィルムをデジタル化すること
ができた。デジタル化した写本・刊本のデー
タは小倉博士によって以下のサイトで公開
されている： 
http://www.aa.tufs.ac.jp/~ogura/project/matsya/in
dex.html 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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